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⽇本⼤学医学会において川名先⽣が
教授就任講演をされました

平成30年10⽉10⽇に医学部臨床1番講堂において⽇本⼤学医学会主催
の有賀賞受賞記念講演・教授就任講演が開催されました。
同講演会内でHPV感染が原因となる⼦宮頸部病変に対する世界初の経

⼝免疫療法を川名先⽣が開発し、その医師主導治験が⽇⼤で開催される
ことや、国内においても施⾏できる施設が⾮常に限られている広汎⼦宮
頸部摘出術（Radical Trachelectomy）の特徴や⼿術成績等ついてお話しさ
れました。
講演終了後に⽇本⼤学医学会副会⻑ ⻲井先⽣（神経内科学教授）よ

り川名先⽣に盾が贈られました。



平成30年6⽉に上海で第38回⽶国⽣殖免疫学会が中国⽣殖免疫学会と共同開
催されました。教室からは千島先⽣、市川先⽣、庄司先⽣が参加されまし
た。

庄司果野⼦先⽣（平成28年⼊局）が
第38回⽶国⽣殖免疫学会（in上海）で発表されました

上海は近代的な街でいくつもの摩天楼
がそびえていました。⼀⽅で古い町並
みも残されており、新旧が混在してい
る辺りは、現在急発展を遂げている象
徴といえます。昼間は学会場でみっち
り勉強し、夜は学会主催のディナーク
ルーズに、東⼤や富⼭⼤や兵庫医⼤の
先⽣⽅と⼀緒に参加し、貴重な時間を
過ごさせて頂きました。（千島）

Alteration of platelet indices in the patients
with endometriotic cysts

K Shoji, F Chishima, T Nakao, T Nakajima, E Katoh, H Azuma, C
Hayashi, G Ichikawa, A Komatsu, Y Miyakawa, S Takada, K Kawana

Problem: Ocurrence of cardiovascular morbidity; myocardial
infarction, and angina has been reported in the patients with
endometriosis. Alteration in coagulation and fibrinolysis indices have
been reported in patients with endometriosis supports a potential of
hypercogulable status in the patients with endometrioss. It has not
been obtained confirmative association of hypercoagulation in the
paients with endometriosis, although some researchers suggests
that active phase of the disease is associated with blood
hypercoagulability. This study aimed evaluating some variables of
coagulation status and inflammatory markers in patients with
endometriosis.Method of study: In our case control study, 39
patients with endometriosis and 17 patients without endometriosis
were evaluated. Informed consent were obtained from all patients.
The routine preoperative analysis included complete blood count
parameters, C‐reactive protein, platelet (Plt), Plateletcrit (PCT),
mean platelet volume(MPV), platelet distribution width(PDW), PT,
PT ratio, APTT, APTT ratio were measured, and were compared
between two groups.
Results: In patients with endometriosis, white blood cell counts,
values of MPV, and PT were significantly higher when compared to
those of control group (p<0.0001, p<0.05, and p<0.05, subsequently).
Conclusions: Alteration of the coagulation status, in addition to
inflammation may have an important role in the pathogenesis of
endometriosis.



産婦⼈科ハンズオンセミナー・
医局説明会

8⽉29⽇に医学部リサーチセンター4階において産婦⼈科ハンズオン
セミナー・医局説明会を開催いたしました。
多くの医学⽣、初期臨床研修医が参加し、川名先⽣を始め医局員

が縫合・結紮や腹腔鏡操作を直接指導しました。その後の懇親会で
も和気藹々とした雰囲気で⼤好評のうちに終了いたしました。



次号予告
＊皆様からの寄稿をお待ちしております。
実際の内容が変更になることがございます。
あらかじめご了承ください。
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医局⻑交代のご挨拶

2018年度同窓会関連⾏事の⽇程について
2018年12⽉15⽇ (⼟) 同窓会教室忘年会
2019年2⽉22⽇(⾦) 第2回区⻄北部桜⾨産婦⼈科研究会

どちらも案内状はあらためて送付いたします。

2018年9⽉より前任の林先⽣に代わり、医局⻑を拝命致しました東
裕福（あずまひろみつ）と申します。
平成18年に⽇本⼤学医学部を卒業し、横須賀市⽴市⺠病院（当時

は関連病院でした）で初期臨床研修をし、そこで産婦⼈科の⾯⽩さ
と奥深さに触れ、⺟校に⼊局いたしました。専⾨は周産期です。
医局⻑を拝命しはや2ヶ⽉ですが、川名先⽣をはじめとした教室員

や秘書の⽅々、そして同窓の諸先⽣⽅のご指導の下、医局⻑業務に
取り組んでおります。医局や同窓会の運営に携わるというのは、⾝
近な組織を別の⾓度から⾒つめるという新鮮な経験であると同時に、
⽇本⼤学産婦⼈科の⼀員であることを強く⾃覚する経験でもありま
す。そこにおいて実感するのは医局を⽀えてくださる関連病院およ
び同窓の先⽣⽅の時に厳しくも暖かいご⽀援の⼒であります。医局
員ならびに同窓会員のお役に⽴てることを喜びに感じながら、真摯
に臨みたいと思います。
⾄らぬ点も多々あるかとは存じますが、引き続きご指導、ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。


